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しずおか                                                    ２０２３年９月１８日            

県勤協連ニュース              ３９６号 
                     

静岡県勤労者協議会連合会 
 

    ホームページ   http://kinrokyo.net/shizuoka/ 

              Ｅ－メールアドレス shizuoka@kinrokyo.net 
 

 
『原水禁７８』広島世界大会に参加して 

        ～ウラン鉱石の平和利用はまだまだ遠かりし～ 

静岡県勤協連代表参加 桒原清剛 

また、暑い夏が来た。「被爆７８年原水爆禁止世界大会」に縁あって静岡県勤労者協議会連合会か

らの推薦で８．６広島市主催の平和記念式典に出席できる事になりました。私の所属する袋井市勤

労者協議会は今年も８月１日～１０日まで

市役所２Ｆの市民ギャラリーで平和展を行

っている最中ですが、平和への願いを肌で

感ずる事が出来ると思い参加を決意しまし

た。また、派遣に先立ち７月３０日に静岡

県平和国民センターで１７名の各団体代表

が集い、団結式と各人の決意表明を行い、

併せて高校生３名(長崎派遣)の任命式と決

意表明があり、各被爆地での行動目標の再

確認をしました。 

８月４日、晴天の広島駅に降りた。当時

もこんなに暑い晴天だったのかと思いつつもホテルに到着。早速午後１５時過ぎに静岡県団の旗の

もと集合し平和記念公園へ、会場では各団体旗がなびく。ほどなく公園から体育館に向け折鶴平和

行進を市民にアピールしながら行いました。世界大会総会では、高校生による開会挨拶、黙祷の後、

被爆者の切実なる訴えを聞きくことが出来ました。さらに海外ゲストスピーチでは、周力中国人民

平和軍縮協会副会長は「核を持たない

国へは・・・・・・・・」と興味深い

話をしたのには同じアジア人として好

感が持てた。集会後は、さらなる意思

統一のため夕食交流会を行い、和やか

なうちに日はおちた。 

８月５日は各分科会に自主参加。自

分は世界の核の現状を知り、今後を推

察しようと「平和と核廃絶 Ⅰ―世界

の核廃絶に向けて」―ＴＰＮＷが始動

した今こそ東北アジア非核兵器地帯構
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想を―の湯浅一郎氏の現状報告

受けた。中でも興味深いところ

では、１９８５年(昭和６１年)

が世界の核弾頭数がピーク(６

９３６８発)を記録した後、暫

時減少しており２０１５年(平

成２７年)には２００００発に

まで減少しているとの報告は、

「核不拡散条約」、「核兵器禁止

条約」そしてＴＰＮＷ第１回締

約国会議の開催さらには、広

島・長崎の原水爆禁世界大会の継続開催が功を奏している結果なのか。（・・・・そんな単純なもの

ではない）しかし、日本は核兵器禁止条約を批准することなく、締約国会議に参加できないでいる

のがもどかしく思えた。敗戦国でありながら、世界に類を見ない日本国憲法を持ち、非核三原則を

堅持している国が何故アメリカに対して負い目を気にしなくてはならないのか。今がチャンス、傍

観している時ではない経済の発展と平和をロシアに持ち掛け、ウクライナとの停戦を呼びかけてい

く行動を起こすべきである 

 ついに、８月６日になった。７時に静岡県代表

団はロビーに集合し、平和公園へ行くともう大勢

の人がいた。午前８時１５分投下された時刻に合

わせて全員が黙祷。今まで歩いていた人も立ち止

まり一時の静けさに包まれた。その後各代表のス

ピーチが続いたが心惹かれる内容ではなかった。

やはり、小学生の平和への誓いには力が入ってい

た。子供ながらに強弱をつけて精一杯の朗読は大

人もこの技法を踏襲するに値する。何も難しいこ

とを言わなくても良い、昨今言うだけで直ちに実

行する力があるのにやらない大人が多い。これを

子供が知ったらどう思うか・・・・・・・・・ 

式典は短時間で終了した。その後県民会館でまとめ集会を開いた。今日本に５０基余の原子炉が

有るが、使用済み核燃料の中間貯蔵施設はいまだ稼働していない。そこで新な場所として、北海道、

山口県が話題の中心になっていることも解った。いずれも大都市近郊ではない。自国のゴミ処理は

自国でやるべきだ。ただのゴミとは異なる分、公害や汚染を出さないよう早期に再処理施設を稼働

させ、暫時原発を減らしてゆくことが必要であると思う。 

最後に、新型コロナウイルスも小康状態となり、市内も外人観光客も多く見受けられたが、世界

大会を開く地でありながら市内の風景は何時もと変わらないようだった。外国人観光客が増える中、

国内において盛り上がらない核廃絶運動を盛り上げていくには、主催の広島市は８月を『核の廃絶

運動月間』として市内主要箇所や広島駅構内に案内看板・分科会や催し物の掲示や旗で、内外の観

光客にＰＲしていく事が必要に思う。使われない核兵器よ、さようなら！ 

                           （文責 桒原清剛 2023年 8月） 
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☆清水地域勤労協 

   平和パネル展「第２次世界大戦の真実」を開催 
 

先の太平洋戦争が終結して 78 年経ちました。日本国が無謀

な戦争を拡大し、1945 年 8 月 6 日に広島市、8 月 9 日に長崎

市へ原子爆弾が投下され 20 万人余が犠牲となり、戦争による

軍隊、市民の犠牲は 300万にも達しました。 

今回、体験者の証言を集約したパネル展の開催し、多くの

皆様に戦争の悲惨な現実を見ていただきたいと思います。 

                （通信員 橋本勝六） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆袋井市勤労協 

「再び戦争への道を歩まないために」平和写真展 開催 
 

「袋井市非核平和都市宣言」実践活動として、「袋井勤

協 第 15回平和展」を８月１日～10日市役所内ギャラリ

ーで開催しました。 

恒久平和を願い、人類最大の愚行である戦争をしな

い・させないため「戦争の悲惨さ・命の尊さ・平和の大

切さ」を訴えました。 

「静岡空襲と市民生活」を主題に、①静岡空襲体験画・

写真パネル ②ＤＶＤ上映（静岡・清水空襲体験者の

話） ③

戦時下

の資料

品 ④世

界平和度指数一覧等を展示しました。  

来場者から「国民を犠牲にする戦争は、絶対ダ

メ。」「戦争被爆国である日本の政府は、核兵器禁止

条約を批准し、核兵器廃絶運動の中心となれ。」等

の声が寄せられました。 

（袋井勤協ニュース 469号より） 

各地区活動報告 

 

 

〇日 時 ２０２３年９月１９日（火） 

～１０月２日（月） 

※9/19は 14時設営、10/2は 15時迄 
 

〇会 場 はーとぴあ清水 １階ロビー 

                   （清水区宮代町 1-1） 

   開館時間（9：00～21時）中はご覧になれます 

（入場無料） 
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◆袋井市勤労協・平和写真展「静岡空襲と市民生活」を見て 

8月 7日に、袋井勤協の平和写真展を拝見しました。 

展示されていたのは、1945年の静岡空襲の航空写真、焼夷弾や防空頭

巾の実物資料、体験画など 40点です。 

今回の展示で目を引いたのは「世界平和度指数」の世界地図とグラフ

です。 

これは「国または地域における平和の相対的な位置を測定する指数」

と定義（Wikipedia）されていて、163か国を 23項目（「安全・安心」

「国内・国際紛争」「軍事化」の 3つのカテゴリに分類）にわたって分析

したもので、経済平和研究所（オーストラリアのグローバルシンクタン

ク）によるものとのこと。 

日本は日々様々な事件が報道され、国家予算で防衛費 6兆越え（世界

10位・予算の 26.4％）ではあるものの、世界平和指数ランキングでは 9

位に位置しています。後日、これを深堀してみたら、領域別のランクで

日本は「社会の安全・安心のレベル」でフィンランドに続く

2位が最高で、「進行中の国内・国際紛争の程度」が 33位、

「軍事化の度合い」が 13位でした。世界という視点で数字

だけ見ると、日本は「平和な国」なのです。 

また、同報告書では、世界の平和度が 9年連続で悪化して

おり、世界各地でみられる紛争も、過去 15年間で最多とな

っています。まさに、地球は病んでいるわけです。 

ちなみに、163カ国の最下位はアフガニスタンでした。                 

（通信員 佐野明子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


